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の所産習あるoその太宰は滝口常的な教育改善活動などとは直接に結びつかなnたんな る ザ 璃
ントであり滝これ由体には滝さしあたってほなんの意味もなno意味は句そのつど後紺 的 に な
んとか捻出されるほかはない｡還れ芸そが滝今田欝3について考えようとすると勺大 学 構 成 展
の多宅がどうしても無意味感b徒労感滝忌避感などにつきまとわれざるをえない根本 原 因 習 あ








のか>こそが句問われるべきであるo教員集団がbボトムアップの由藍 組 織 化に努めるととも
に､トップダウンの流れへ自記利害の観点から由 律的に対略し､かつコ ミ ッ ト し ながら､集団
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これまでの取組をさらに発展させ､相互研修塑FD



























































































































































































































いう理念を､ そ の 今 日 的な形態において､実現する
ことになる｡
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工学部､ 法 科 大 学院､全学共通教育などでの相互研
修にセンタ - が 支援的に参尊することを通じて､相互
研修の全学的な組織化をすすめる.同時に､国内外の
大学数育実践 (授業評価､FD､授業法など)の関連
資料を収集 ◎分析 して ｢モノグラフ｣として公表し､
｢大学授業ネットワ-夕｣を強化することによって､
支援システムを整備する｡
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現在 の状況では資金面 と人員の南面で限界がある
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襲 童 研究成果の公開 (セン撃-の刊行物)
己の取組 駄 京都大学の教育理念習ある ｢自由の学風｣のもと習､従来から､全学､部局 ､教 員 レベル
菅の様母な相互研修プロ9tラム夜行 っ貰きたものを､さらに発展させ､自主的な相互研修型FD活動 を全学
i/ベルで組織化 しようとするも町 警官.すでに.全学共通教育や=学部などにみられるように､ 転生的FD
諸活動 とそれ代の組織的支援 によっ雷東学の教育改善を護着実に達成され冒き貰います.わが国の FD活動 は､
啓蒙時代か ら 『相互研修塾FDの組織化』へと移行しなければならない時期にきていますが､京都大学では､
前述 LJた これまでの実績を踏まえて､①ボトムアップの組織化の援助､②□-カリズムとユニバ-サリズ
ムの統合､③ F[〕第2期の実践的課題に応える汎j副生の高い実践モデ]L'の公開といった異体的活動を通じて
組織化を-層進め､そtTJ成果をどこからでも簡単にTJLJhセスできるものにするという取組をしています.
これは､FEB第2期実践モデルの構築と公開を進めるもの習あ堕､その東署､他の大学､短期大学の参考に
なりうる優れた事例であるといえます-｡また､この取経には､今後､全学的に広げていかなければならな
いという課題も認めら/nますが､,I_,nを克服すれば更なる発展が期待されます｡
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